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	 本日付報道は、９月１５日に貴国が未臨界核実験を実施していたことを報じた。２４

回目の未臨界核実験であり、オバマ政権下で初めての核実験である。そして計画によれ

ば、これからあと２度未臨界核実験を実施する予定という。 
	 とんでもないことである。信じられないことである。 
	 今回の未臨界核実験に強く抗議するとともに、予定されている核実験計画の即時中止

を要求するものである。 
	 そもそも米政府は核実験実施前に計画を発表していた。今回それもせず、１カ月近く

遅れて分かるなど、考えられないことである。すべての事態を想定し、今回の未臨界核

実験の全容を情報公開せよ。 
	 国際社会はいま、政府・自治体・市民社会一体となり核兵器禁止条約を求め、核兵器

のない世界をめざしている。昨年４月、貴職がプラハで世界によびかけた「核兵器のな

い世界」に向けて、いままさに国連総会でこのことが議論されている真っ最中である。 
	 その時になぜ未臨界核実験なのか。 
	 「核大国」アメリカのおごりなのか。 

	 ヒロシマ、ナガサキの被爆の実相、生存被爆者の命をかけた核廃絶への思い、そのこ

とを考えると、ほんとうに怒りに身が震える。 
	 貴職は核抑止ではなく、核廃絶の先頭に立つべきである。 
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